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一般質問（要旨）

地域ケアシステムの関係者による協議

乳がん検診の啓発活動匠のまつり・ストーンフェスティバル合同開会式

菅総務大臣に意見書を提出する
飯野議長（右から２人目）

 

議
員
（
自
民
）　

昨
年
四
月
に
制
度
化

さ
れ
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
十

分
に
機
能
し
て
い
な
い
中
、
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
茨
城
型
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
し

て
ど
の
よ
う
に
再
構
築
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

各
種
制
度
が
整
備
さ

れ
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
、
地

域
の
力
で
補
完
す
る
地
域
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
お
り
、
検
討
委
員
会
に
お

い
て
他
制
度
と
の
サ
ー
ビ
ス
の
調

整
や
、
具
体
的
な
連
携
方
策
等
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

議
員　

平
成
二
十
一
年
度
の
開
港

ま
で
二
年
余
り
と
な
り
、
茨
城
空

港
の
利
活
用
を
含
め
た
他
部
局
横

断
的
な
、
ま
た
周
辺
市
町
村
と
連

携
し
た
地
域
活
性
化
策
が
重
要
と

な
る
。
現
在
の
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

企
業
立
地
説
明
会
や

観
光
イ
ベ
ン
ト
で
の
P
R
、
農
産

物
販
路
拡
大
の
検
討
会
の
開
催
、

ビ
ジ
ネ
ス
機
や
国
際
貨
物
の
導
入
な
ど
、

庁
内
の
推
進
本
部
に
お
い
て
地
域
活
性

化
策
を
進
め
て
い
る
。
県
と
し
て
、
茨

城
空
港
の
利
活
用
を
図
り
、
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
、
精
一
杯
努

力
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
型
交
付
税
導
入
の
影
響
、

災
害
時
の
要
援
護
者
の
支
援
と
救
急
医

療
情
報
の
確
保
策
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

県
産
石
材
の
知
名
度

向
上
だ
け
で
な
く
、
展
示
会
作
品
を
集

客
施
設
が
買
い
取
っ
た
う
え
施
設
に
長

期
間
配
置
す
る
こ
と
や
、
茨
城
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
使
用
す
る
な
ど
、

販
売
向
上
に
結
び
つ
く
仕
掛
け
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

商
工
労
働
部
長　

活
性
化
計
画
を
策
定

し
、
後
継
者
の
育
成
や
販
路
拡
大
の
た

め
の
展
示
会
開
催
な
ど
を
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、
茨
城
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
に
係
る
国
な
ど
の
関
係
機
関
や
T
X

沿
線
の
住
宅
会
社
へ
県
産
石
材
の
利
用

を
働
き
か
け
て
い
る
。
今
後
は
、
県
産

石
材
を
活
用
し
た
新
製
品
開
発
を
支
援

し
て
い
く
。

議
員　

企
業
の
減
量
化
へ
の
取
り
組
み

や
処
分
場
の
整
備
な
ど
が
進
ん
だ
結
果
、

廃
棄
物
の
県
全
体
の
埋
め
立
て
容
量
に

は
余
裕
が
出
て
い
る
と
聞
く
が
、
次
期

処
分
場
の
確
保
は
。
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
か
さ
ま
の
拡
張
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長　

当
面
は
必
要
な
い
が
、

今
後
の
残
余
容
量
に
よ
っ
て
は
検
討
す

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
「
県
内

に
複
数
箇
所
を
整
備
す
る
こ
と
が
妥
当
」

と
の
整
備
方
針
に
照
ら
し
て
、
エ
コ
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
で
の
拡
張
は
あ
り

得
な
い
。

（
ほ
か
に
、
笠
間
の
観
光
振
興
策
と
道

路
整
備
見
通
し
、
科
学
技
術
教
育
の
充

実
策
な
ど
も
質
問
）

 

議
員
（
自
民
）　

バ
イ
オ
燃
料
の
生
産

に
対
す
る
農
林
業
振
興
へ
の
認
識
は
。

ま
た
、
生
産
拡
大
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

知
事　

バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
は
、
農
山

村
地
域
の
活
性
化
と
森
林
の
荒
廃
の
防

止
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
今
月
、「
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
促
進
研
究
会
」

を
設
置
し
、
菜
種
・
ヒ
マ
ワ
リ
の
生
産

や
廃
食
用
油
の
収
集
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
の
普
及
を
検
討
す
る
。
今
後
、

国
の
施
策
や
民
間
企
業
の
開
発
の
動
向

を
踏
ま
え
、
つ
く
ば
の
研
究
機
関
と
連

携
し
つ
つ
、
本
県
に
適
し
た
作
物
の
導

入
や
木
材
の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

乳
が
ん
の
死
亡
者
を
減
ら
す
に

は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
有
効
で
あ

る
。
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
へ
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

三
十
代
か
ら
四
十
代

へ
の
受
診
促
進
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
若
い
お
母
さ
ん
の

集
ま
り
で
あ
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の

啓
発
、
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
で
の
広
報
活

動
、
N
P
O
法
人
つ
く
ば
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
の
会
に
代
表
さ
れ
る
患
者
会
や
市
民

団
体
な
ど
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
観
光
振
興
、
医
療
・
介
護

制
度
改
革
関
連
対
策
、
筑
波
研
究
学
園

都
市
を
支
え
る
基
盤
整
備
な
ど
も
質
問

第
二
期
地
方
分
権
改
革
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書

　

真
に
地
方
分
権
に
資
す
る
改
革
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。

1　

地
方
交
付
税
は
地
方
固
有
の
財
源
で
あ

り
、
国
の
裁
量
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

地
方
の
財
源
不
足
に
対
応
し
た
交
付
税
総

額
を
確
保
す
る
こ
と
。
な
お
、
後
年
度
に

財
源
措
置
す
る
と
し
た
地
方
債
の
元
利
償

還
金
に
係
る
約
束
分
や
、
大
幅
な
増
加
が

見
込
ま
れ
る
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
に
つ

い
て
も
地
方
財
政
計
画
の
策
定
を
通
じ
て

適
正
に
反
映
す
る
こ
と
。

2　
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
が
担
う
」

の
基
本
原
則
が
貫
徹
さ
れ
る
よ
う
、
国
と

地
方
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
徹
底
し
た
見

直
し
を
行
い
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
と

財
源
の
移
譲
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の

関
与
・
義
務
づ
け
の
廃
止
・
縮
小
を
推
進

す
る
こ
と
。

3　

地
方
が
担
う
べ
き
事
務
と
責
任
に
見
合

う
よ
う
、
国
と
地
方
の
税
源
配
分
を
ま
ず

は
五
対
五
と
な
る
よ
う
地
方
税
源
の
充
実

強
化
を
図
る
こ
と
。
そ
の
際
、
税
源
の
偏

在
性
が
少
な
く
、
税
収
の
安
定
性
を
備
え

た
地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

税
源
偏
在
の
是
正
の
た
め
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

4　

直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
直
轄

事
業
が
全
国
的
視
野
の
下
に
国
家
的
政
策

と
し
て
実
施
さ
れ
な
が
ら
、
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
、
維
持
管
理
費
の
負
担
も
含

め
て
個
別
に
財
政
負
担
を
課
す
も
の
で
あ

り
、
極
め
て
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
早
急
に
廃
止
す
る
こ
と
。

5　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
案
に
係
る
各
種
基
準
に
つ
い
て

は
、
地
方
の
発
展
可
能
性
を
削
ぐ
こ
と
の

な
い
よ
う
、
各
自
治
体
の
状
況
等
を
充
分

に
斟
酌
し
た
う
え
で
、
地
方
の
努
力
が
報

わ
れ
る
よ
う
設
定
す
る
こ
と
。

6　

公
債
費
負
担
の
軽
減
対
策
に
よ
り
財
政

の
健
全
化
が
図
れ
る
よ
う
、
高
金
利
地
方

債
の
繰
上
償
還
制
度
の
拡
充
等
適
切
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
の
期
間
延
長

に
関
す
る
意
見
書

　

ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
は
、
平
成

五
年
度
の
制
度
創
設
以
来
、
農
業
農
村
の
振

興
と
定
住
環
境
の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
に
お
い
て
は
、
義

務
的
経
費
の
増
大
や
地
方
交
付
税
の
削
減
な

ど
に
よ
る
公
共
事
業
費
の
抑
制
に
伴
い
、
平

成
十
九
年
度
ま
で
の
実
施
期
間
内
に
完
了
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

本
事
業
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
み

活
力
が
低
下
し
て
い
る
農
村
地
域
を
活
性
化

し
、「
美
し
い
国
」
の
原
点
で
あ
る
「
ふ
る

さ
と
」
を
守
っ
て
い
く
施
策
と
し
て
有
効
で

あ
る
と
と
も
に
、
県
及
び
市
町
村
に
と
っ
て

も
、
農
産
物
流
通
の
基
幹
道
路
と
な
る
な
ど
、

大
変
、
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
年
度
以
降
も
制
度
の
期
間
を
延
長

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

道
路
整
備
の
推
進
と
必
要
な
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

　

昨
年
十
二
月
、「
道
路
特
定
財
源
の
見
直

し
に
関
す
る
具
体
策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

今
後
、
政
府
に
お
い
て
、
こ
の
内
容
に
従
い

道
路
整
備
に
関
す
る
中
期
的
な
計
画
の
策
定
、

各
種
の
具
体
的
な
措
置
の
検
討
が
進
め
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
、
次
の
事
項

に
留
意
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

1　

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
、
北
関
東
自

動
車
道
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の

高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
環
境
改

善
並
び
に
首
都
圏
の
防
災
機
能
強
化
の
た

め
に
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
途
切
ら
す
こ

と
な
く
、
国
家
的
見
地
か
ら
国
が
責
任
を

持
っ
て
確
実
に
整
備
す
る
こ
と
。

2　

国
道
四
号
、
国
道
六
号
、
国
道
五
〇
号
、

国
道
五
一
号
の
直
轄
国
道
に
つ
い
て
は
、

地
域
間
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
活
力

を
引
き
出
す
た
め
に
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
確
実
に
四
車
線
化
の
整
備
を
す
る
こ
と
。

3　

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
道
路
、

平
成
の
市
町
村
大
合
併
の
下
で
適
切
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
道
路
等
、
地
域
が
必
要
と
す
る
道
路
整

備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
。

4　

ス
マ
ー
ト
I
C
の
推
進
、
E
T
C
割
引

の
一
般
有
料
道
路
へ
の
拡
大
等
に
よ
り
既

存
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
活

用
を
図
る
こ
と
。

5　

国
の
道
路
財
源
制
度
の
見
直
し
に
当

た
っ
て
は
、
地
方
の
道
路
整
備
が
未
だ
に

不
十
分
な
現
状
に
鑑
み
、
道
路
整
備
を
計

画
的
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
、
道

路
直
轄
事
業
の
地
方
負
担
金
も
含
め
た
道

路
整
備
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
特
段
の

配
慮
を
す
る
こ
と
。

)

茨
城
型
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
は

他
制
度
と
の
連
携
方
策
等
を
検
討

石
材
産
業
の
振
興
策
は

県
産
石
材
を
活
用
し
た

新
製
品
開
発
を
支
援

バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
は

農
山
村
地
域
の
活
性
化
と

森
林
の
荒
廃
の
防
止
に
寄
与

（
要
旨
）

意
見
書

 


